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 雛自慢（ひなじまん） 
 
 雛人形は、元来、厄（やく）や穢（けがれ）

を川に流す身代わりでした。「流し雛」は

その名残です。江戸時代には雛飾りとして

定着し、京都の公家（くげ）雛、江戸の大名

雛、豪商の町雛に分かれて発展します。大

名雛と町雛は明治以降融合し、今日の七段

飾りなどの段飾りになりました。一方、公家雛は親王（しん

のう）雛と呼ばれ、男雛女雛のみを基本と昔ながらの形態を

残しています。なお、関東式では、男雛を殿、女雛を姫と

呼びますが、京式ではお内裏様・お雛様と呼びます。 

 

 さて、我が家に女の子が授かることが分かり、予定日は

１月下旬。節分前の誕生は、干支から何から前年生まれと

同じです。つまり、初節句は生まれて直ぐにやってきます。

そこで、お雛様プロジェクトが開始されました。 

 

 京都には平安時代からの儀式や服装を研究・継承する有

職故実の人形店があります。そこで、もし男の子だったら

ごめんなさいと事情を話し、御人形の製作を依頼しました。

お内裏様は、昭和天皇即位礼の装束を再現し、黄櫨染桐竹

鳳凰麒麟文（こうろぜんとうちくほうおうきりんもん）の御袍（ごほ

う）をはじめ、紋様まで細かく注文を入れました。ただ、

冠だけは、幕末以前の垂嬰（すいえい）としました。お雛様

は、五衣唐衣（いつつぎぬからぎぬ）（十二単）の合わせを「祝

いの重（かさね）」とし、裳（も）は吉祥の鶴を金糸で拵え、

檜扇（ひおうぎ）は伝

統的な波と松、五衣

は一枚一枚を着装

し厚みを出すなど

を依頼しました。 

 

 こんなに細かい

注文は初めてと言

われながらも、打ち

合わせの回を重ね

る毎に、親しくなり、唐衣はお任せ下さいとのこと。そし

て、無事に女の子が誕生。その旨を人形店に連絡し、吉日

に御人形が到着しました。開けてみると、唐衣は、雲立涌

地十六弁八重菊文（くもたちわきぢじゅうろくべんやえぎくもん）。

御婚儀の折り雲立涌地に実家の印を織り込むことから、直

ぐに、お雛様は、宮家の出身ですねと電話を入れました。 

 

 あれから 11 年、無事に成長した娘の脇を、雛巡りをす

る年配の方が地図を片手に街角を行き交います。時代を超

えた子を思う親たちの願いが、今、街角に飾られています。 

 被災した子ども達にも幸多き一年でありますように 
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むし歯治療 

歯を長持ちさせるために 

 

むし歯で穴が開いてしまったとき、どんな材料で治療す

るかという話になりませんか？ 

むし歯の治療って、いわば空いた穴の修理ということに

なるのですが・・・ 

保険でいいんじゃないの？ 

白いのは保険じゃダメなの？ 

見えにくいところだから金属で十分？ 

セラミックの方がきれい？ 

さて、実は材料の違いは大きな問題ではありません。 

えっ！じゃ、何が大切なの？ 

 

どんな病気の治療も日々進歩していま

す。進歩の途上では異なる治療法が共存

することがよくあります。むし歯の治療

は、今、この段階にあり、大きく分けて

２つあります。それは、「修理中心の医

療」と「リスク管理医療」です。 

 

修理中心の医療 

「むし歯は放っておけばどんどん進む」、と考えるのが

「修理中心の医療」です。むし歯になりそうな部分までし

っかり削ってきちんと詰めることが中心になります。痛く

なりそうな歯は、前もって神経を取り除くこともあります。

なぜむし歯になったのか？よりもどんな材料でどう治療

するのかを最も重要と考えている、といえます。 

 

リスク管理医療 

もちろん全ての歯科医が多かれ少なかれ「修理する医

療」をしています。でも「リスク管理」に軸足を置くと「修

理」の仕方が違ってくるのです。「リスク管理医療」では、

削って詰めることを急ぎません。穴になったのにはむし歯

になる原因があるからです。これを「むし歯のリスク因子」

という表現をしますが、このリスク因子を調べて、それを

コントロールします。リスク因子を少なくしていくのです

ね。コントロールしつつ、必要があれば削って詰める治療

も選択肢になるという訳です。その場の問題解決ではなく、

長い目で経過を追って行くのが「リスク管理医療」です。 

リスク因子にターゲットを当てる

ことで、治療後にも悪くしないで済

む可能性を高くすることができます。 

 

参考引用：新版「歯科」 
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